
東

国

の

仏

教

由

木

義

文

1

初
期

日
本
天
台
を
み
て
く
る
と
興
味
深

い
事
実

に
出
会
う
。

そ
れ

は
、
最
澄
滅
後
、
日
本
天
台
は
東
国
出
身
の
僧
を
中
心
に
、
多
く
展
開

し
て
い
く

と
い
う
事
実
で
あ

る
。
初
代
座
主

・
義
真
 
(
七
八
一-
八
三

三
)
、
二
代
座
主

・
円
澄
 (
七
七
二
-
八
三
七
)
、
三
代
座
主

・
円
仁
 (七
九

四
-
八
六
四
)
、
四
代
座
主

・
安
慧
 (七
九
四
-
八
六
八
)
、
七
代
座
主

・
猷

憲
 (八
二
七
-
八
九
四
)
、
そ
し
て
徳
円
 (
生
没
不
明
)
 な
ど
は
す
べ
て
東
国

出
身
、
あ
る
い
は
東
国
と
深
く
係
わ
つ
て
い
た
人
々
で
あ
る
。

〔
出身
地
〕

義
真
 

相
模
出
身

円
澄
 

武
州
 (武
蔵
)
 埼
玉
郡
出
身

円
仁
 

下
野
都
賀
郡
出
身

安
慧
 

下
野
出
身

猷
憲
 

下
野
塩
谷
郡
出
身

徳
円
 

下
総
国
猿
島
郡
出
身

さ
ら
に
興
味
深

い
こ
と
に
、

こ
れ
ら
東
国
出
身
の
僧
は
、
義
真
を
除

い
て
、
日
本
天
台
の
密
教
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
に
な

つ
た
と
い
う

こ
と
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
東
国
出
身
の
僧
、

ひ
い
て
は
東
国
の
地

と
、
日
本
天
台
の
密
教
化
と
は
深
い
係
わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
日
本
天
台
の
密
教
化
の
要

因
と
し
て
、
最
澄
と
空
海
と
の
関
係
や
京
に
お
け
る
政
治
的

・
社
会
的

な
事
情
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
外
に
東
国
の
宗
教
事
情
を

あ
げ
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

2

日
本
天
台
の
密
教
化
を
に
な

つ
た
東
国
の
出
身
者
を
比
叡
山
に
送
り

出
し
た
の
は
、
道
忠
を
そ
の
中
心
と
す
る
、

い
わ
ゆ
る
道
忠
教
団
と
い

わ
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ

る
。

道
忠
に

つ
い
て

『
叡
山
大
師
伝
』
は
、

(
1
)

又
有
二東
国
化
主
道
忠
禅
師
者
司

此
大
唐
堕
真
和
上
持
戒
第
一
弟
子
也
。

と
記
し
て
い
る
。

こ
の
文
よ
り
道
忠
が

「
東
国

の
化
主
」
と
呼
ば
れ
、

大
き
な
力
を
東
国
に
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

東
国

の
仏
教
 
(由

木
)
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東
国
の
仏
教
 (由

木
)

愛
上
野
国
浄
土
院
一
乗
仏
子
教
興
。
道
応
。
真
静
下
野
国
大
慈
院

一
乗
仏
子

(2
)

広
智
。
基
徳
。
鷺
鏡
。
徳
念
等
。
本
是
故
道
忠
禅
師
弟
子
也
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
道
忠
が
多
く
の
弟
子
を
も
つ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

以
上
の
事
実
に
、
広
智
が
徳
円
に

「
三
部
三
昧
耶
」
を
付
し
、

(4
)

「
印
信
」
を
与
え
て
い
る
こ
と
や
、
猷
憲
が
徳
円
の
弟
子
で
あ
る
こ
と

(
5
)

を
考
え
れ
ば
次
の
ご
と
き
、
道
忠
門
下
の
図
が
で
き
よ
う
。

(上
野
の
浄
土
院
)

道
忠

教
興

道
応

真
静

(下
野
の
大
慈
院
)

広
卸

基
徳

黛
鏡

徳
念

肖
澄

安
慧

円
仁

徳
円

猷
憲

さ
て
、
こ
の
図
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
道
忠
教
団
と
い
わ
れ
る

も
の
は
、
多
く
の
人
材
を
日
本
天
台
に
送
つ
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ

る
。
そ
れ
故
、
当
然
、
日
本
天
台
が
密
教
化
し
て
い
く
、

一
要
因
を
、

東
国
に
あ
つ
た
こ
の
道
忠
教
団
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

事
実
、
道
忠
の
師
、
鑑
真
に
は
密
教
思
想
が
あ

つ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る
。
凝
然
は

『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
』
の
中

で
、
鑑
真
に
は

『
四
分

律
』
の
思
想
の
み
な
ら
ず
、
天
台
思
想
も
あ

つ
た
と
指
摘

し

て
い
る

が
、

こ
の
鑑
真
の
招
来
目
録
や
、
唐
招
提
寺
を

み
る
限
り
、
密
教
思
想

が
あ

つ
た
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

一
つ
は
、
第
二
回
の
渡
航
に
お
け
る
招
来
目
録
に

「
画
の
五
頂
像

一

(6
)

鋪
」
が
あ

つ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
は
招
来
品
の
中
に

「
功
徳
繍
の
普

(7
)

集
変

一
鋪
」
が
あ

つ
た
こ
と
で
あ
る
。
三

つ
に
は
唐
招
提
寺
の
講
堂
に

不
安
羅
索
観
音
像
、
衆
宝
王
菩
薩
像
と
獅
子
吼

菩
薩
像
が
あ
る
こ
と
で

あ
る
。

一
つ
め
の
五
頂
像
と
は
五
仏
頂
像

と
、

二

つ
め
の
普
集
変
と

は
、
普
集

マ
ン
ダ
ラ
と
、
み
る
こ
と
が
で
き
、
両
者
と
も
密
教
に
係
わ

つ
て
い
る
。
三

つ
め
の
不
空
絹
索
観
音
像
も

『
不
空
羅
索
陀
羅
尼
自
在

王
呪
経
』
な

ど
に
依

つ
て
お
り
密
教
に
係
わ

つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

み
て
く
る
と
、
鑑
真
の
中
に
密
教
思
想
が
あ

つ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
弟
子

・
道
忠
、

ひ
い
て
は
そ
の
教

団
に
も
、
密
教
思
想
が
あ
つ
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

し
か
し
、
道
忠
教
団
で
は
、
鑑
真
、

あ
る
い
は
、
道
忠
が
密
教
を
も

た
ら
し
た
以
上
に
、
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
ふ
し
が
み
ら
れ
る
。

一
つ
は
円
澄
が
、
最
澄
が
唐
よ
り
帰
る
前
、

延
暦
二
十
四
年
 
(八
○

(8
)

五
)
 春
、
紫
震
殿
で

「
五
仏
頂
法
」
を
修
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
二

つ
は
明
ら
か
に
空
海
よ
り
、
思
想
的
に
未
熟

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
伝

法
灌
頂
を
、
弘
仁
八
年
 
(八
一
七
)
、
上
野

・
下
野
の
両
国
で
各

々
十
人
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(9
)

を
選
ん
で
、
最
澄
が
修
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
三
つ
は
空
海
が
道
忠

の
弟
子
の
広
智
に
新
密
教
経
論

の
書
写
の
依
頼
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ

(
10
)る

。
四

つ
は
道
忠
門
下

の
教
興
に
よ
る

『
金
剛
頂
喩
伽
経
』
三
巻

の
書

(
1
1
)

写
が
残

つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
つ
め
は
、
最
澄
が
密
教
を
伝
え
る

以
前
か
ら
、
円
澄
が
よ
く
密
教
を
知
り
、
修
し
て
い
た
こ
と
を
、

二
つ

め
は
思
想
的
に
未
熟
な
伝
法
灌
頂
を
東
国
の
人

々
の
求
め
に
よ
り
授
け

た
こ
と
を
、
三
つ
め
は
広
智
門
下
で
密
教
が
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、

四
つ
め
は
道
忠
門
下
に

『
金
剛
頂
経
』
な
ど
へ
の
関
心
が
あ

つ
た
こ
と

を
、
各

々
示
し
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
道
忠
教

団
の
中
で
、
盛
ん
に
密
教
が
学
ば
れ
、
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ

せ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
正
に
、
鑑
真
、
道
忠
に
比
較
し
て
密
教
が

盛
ん
に
修
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
東
国
の
仏
教
の
特
徴
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

3

密
教

が
東
国
で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
道
忠
教
団
以

外
の
東
国
の
仏
教
者
の
中
に
も
、
そ
の
特
徴
を
み
ら
れ
る
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の

一
人
と
し
て
、
勝
道
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
勝
道
な
る
人
物
は
、
日
光
を
開

い
た
人
物
と
し
て
、
東
国
の

み
な
ら
ず
、
京
に
お
い
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
空
海
が

勝
道
に

つ
い
て

『
性
霊
集
』
の
中
に
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
勝
道
は
度
々
、
日
光
の
補
陀
洛
山
に
登
る
こ
と
を
試
み
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
誓
い
の
中
に
彼
の
信
仰
の
あ
り
方
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

堅
発
誓
日
。
若
使
神
明
有
知
。
願
察
我
心
。
我
所
図
写
。
経
及
像
等
。
当
至

(
12
)

山
頂
。
為
神
供
養
。
以
崇
神
威
。
饒
群
生
福
。
…

こ
こ
に
は
、
勝
道
が
自
か
ら
が
図
写
し
た
経
典
や
像
を
山
頂
に
も
た

ゆ
た
か

ら
し
、
神
を
供
養
す
る
こ
と
に
よ
り
、
群
生
の
福
を
饒
に
し
よ
う
と
す

る
態
度
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

こ
こ
で
留
意
す

る
必
要
の
あ
る

こ
と

は
、
神
仏
習
合
の
考
え
方
が
み
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
補
陀
洛
山
と
は
、
観
音

の
世
界
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ

に
し
て
も
、
大
変
な
難
行
苦
行
を
通
し
て
、
「
饒
群
生
福
」
を

実

現
す

る
考
え
方
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

こ
の
難難
行
苦
行
に
は
、

ま
た
呪
法
的
な
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
も
思

わ

れ
る

の
で
あ
る
。
 
つ
ま

り
、
密
教
的
と
い
う
に
は
、
問
題
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
ん
な

傾
向
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
勝
道
は
大
同
二
年
 (
八
〇
七
)
 に
補
陀
洛
山

で
祈
濤

を
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
『
性
霊
集
』
は
、

去
大
同
二
年
。
国
有
陽
九
。
州
司
令
法
師
祈
雨
。
師
則
上
補
陀
洛
山
祈
蒔
。

(13
)

応
時
甘
雨
霧
鋸
。
百
穀
豊
登

と
記
し
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、

ひ
で
り
が
続
く

の
で
下
野
の
役
人
が
、

大
雨
の
降
る
祈
濤
を
し
て
ほ
し
い
と
中
し
出
た
の
に
対
し
、
祈
濤
し
、

雨
を
降
ら
せ
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
補
陀
洛
山
上
で
、
雨

を
降
ら
せ
る
祈
濤
を
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
、
明
ら
か
に
観
音
信

仰
に
属
す
る
呪
法
、
す
な
わ
ち
、
密
教
的
な
法
を
修
し
た
と
み
る
こ
と

東

国

の
仏
教
 
(
由

木
)
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東
国
の
仏
教
 (由

木
)

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
も
ち
ろ
ん
、
勝
道
に
は
高
度
の
仏
教
哲

学
が
あ

つ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
や
は
り
、
密
教
的
要
素
が
多
く
あ
つ

た
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
た
、
東
国
的
と
い

う
こ
と
に
も

つ
な
が

つ
て
く
る
も
の
と
も
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。一

方
、

京
か
ら
東
国
に
や
つ
て
来
た
、
徳

一
に
も
東
国
の
仏
教
的
影

響
を
考

え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
徳

一
は
法
相
唯
識
の
人
で
、
密

教
的
影
響

な
ど
彼
の
著
作
に
は
殆
ど
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
徳

一
の
行
動
や
持
ち
物
な
ど
を
通
し
て
み
て
い
く
と
、
ど
う
し
て

も
密
教

の
影
響
が
あ

つ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
面
が
出
て
く
る
の
で

あ
る
。

一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
カ
ガ
イ
 (姻
歌
)
 と
の
結
び
つ
き
に
よ
り
成
立
し

(14
)

て
い
る
山
、
筑
波
山
に
寺
を
建
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
二
つ
は
密

教
の
法
具
の
白
銅
製
の
三
鈷
杵
を
徳

一
が
持

つ
て
い
た
ら
し
い
と
い
う

(15
)

こ
と
か
ら
で
あ
る
。
三

つ
は

『
真
言
宗
未
決
文
』
に

み
ら
れ
る
徳

一
の

密
教
の
知
識
か
ら
で
あ
る
。

一
つ
め
に
は
応

々
に
密
教
思
想
と
結
び

つ

き
や
す

い
山
岳
信
仰
を
、

二
つ
め
に
は
密
教
の
法
を
修
し
て
い
た
可
能

性
を
、
三

つ
め
に
は
徳

一
の
真
言
密
教

へ
の
並
外
れ
た
知
識
を
、
各

々
、

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
よ
り
し
て
、
何
ら
か

の
形
で
、
徳

一
が
密
教
を
修
し
て
い
た
可
能
性
を
考
え
さ
せ
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
ま
た
、
密
教
的
な
も
の
が
あ
つ
た
か
ら

こ
そ
、
「
徳
一

(16
)

菩
薩
」
と
呼
ば
れ
、
東
国
で
大
き
な
力
を
も

つ
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
東
国
の
仏
教
の
特
徴
で
あ
る
密
教
的
要

素
の
受
け
入
れ
を
否
定
し
な
か
つ
た
か
ら
こ
そ
、
徳

一
の
思
想
は
東
国

に
根
づ
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

4

勝
道
な
ど
に
み
ら
れ
る
密
教
的
な
思
想
は
、

だ
れ
に
よ
り
、
東
国
に

も
た
ら
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
東
国
、
特
に
関
東
地
方
に
、

白
鳳
、
奈
良
、
平
安
と
い
つ
た
時
代
に
、
国
分
寺
や
下
野
の
薬
師
寺
以

外
に
、
約
百
五
十
近
く
の
寺
を
建
立
し
た
人

々
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
人

々
の
多
く
は
、
多
分
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の

帰
化
人
た
ち
で
は
な
か

つ
た
か
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
日
本
書
紀
』

や

『
続
日
本
紀
』
を

み
る
と
、
多
く
の
朝
鮮
の
人
々
が
東
国
に
定
着
し

て
い
る
こ
と
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

天
智
五
年
 (
六
六
六
)
 冬
、

百
済
の
男
女
二
千
余
人
を
東
国
に
置
い

た
。
(『
紀』)

霊
亀
二
年
 (
七
一
六
)
 五
月
、
駿
河
、
甲
斐
、
相
模
、
上
総
、
下
総
、

常
陸
、
下
野
の
七
国
の
高
麗
の
人
千
七
百
九
十
九
人
を
、
武
蔵
国
に

移
し
、
高
麗
郡
を
置

い
た
。
(『
続紀
』)

天
平
宝
字
二
年
 (七
五
八
)
 八
月
、
帰
化
し
た
新
羅
僧
三
十
二
人
、

尼
二
人
、
男
十
九
人
、
女
二
十

一
人
を
武
蔵
国
の
閑
地
に
移
し
、
始

め
て
新
羅
郡
を
置
い
た
。
(『
続紀
』)

と
い
う
よ
う
な
も
の
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
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天
智
五
年
 (六
六
六
)
 よ
り
、
多
く
の
朝
鮮
の
人

々
が
、
東

国
に
定
着

し
、
そ
の
政
治
経
済
、
文
化
な
ど
に
幅
広
い
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

当
然

の
こ
と
と
し
て
、
宗
教
的
な
も
の
も
、

こ
れ
ら
の
帰
化
人
た
ち

に
よ
り
、
東
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

当
時

の
朝
鮮
半
島

で
、
盛

ん
に
活
躍
し
て
い
た
の
は
、
慈
蔵
、
宝
月
、

元
暁
、
義
湘
で
あ

る
の
で
、

そ
れ
ら
の
人
々
の
思
想
も
東
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。

さ
て
、

慈
蔵
と
い
え
ば
、
戒
律
の
思
想
、
華
厳
思
想
、
そ
れ
に
護
国

の
思
想
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
宝
月
に
お
い
て
も
、
毘
盧
遮
那
仏
を

中
心
と
す

る

『
華
厳
経
』
の
思
想
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
元

暁
、
義
湘

は
、
朝
鮮
華
厳
の
中
心
的
人
物
で
あ
り
、
彼
ら
に
は
ユ
ニ
ー

ク
な
華
厳
思
想
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

(17
)

一
方
、

朝
鮮
に
は
、
「
仏
法
を
崇
信
し
、
福
を
求

め
よ
」
と

か
、
願

(
18
)

文
を
諦

し
、
香
を
た
い
た
り
し
て
王
女
の
病
気
を
な
お
す
な
ど
の
除
災

招
福
の
仏
教
も
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
は
、
応

々
に
し
て
い

わ
ゆ
る
密
教
的
と
い
わ
れ
る
面
を
も
つ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
み
る
と
、
当
時
の
朝
鮮
の
仏
教
の
特
徴
と
は
、
毘

盧
遮
那
仏
を
中
心
と
す
る
華
厳
思
想
が
大
変
盛
ん
で
あ
つ
た
こ
と
、
さ

ら
に
、
除
災
招
福
を
も
た
ら
す
呪
術
的
あ
る
い
は
宗
教
的
な
も
の
も
行

な
わ
れ

て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
色
も
形

も
な
い
仏
、
毘
盧
遮
那
仏
を
中
心
と
す
る
、
抽
象
的
な
仏
教
と
、
現
世

の
利
益
を
も
た
ら
す
具
体
的
な
仏
教
が
あ
つ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

さ
て
、

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も

つ
、
朝
鮮
の
仏
教
が
東
国
に
も
た
ら

さ
れ
る
と
、
如
何
に
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
知
ら
れ
て
い
る

資
料

・
文
献
を
み
て
い
く
と
、
観
音
、
薬
師
の
信
仰
が
殆
ん
ど
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

〔
観音
の
信
仰
〕

(1)

『
日
本
霊
異
記
』
の

「
観
音
の
木
像
の
助
を
被
り
て
、
王
難
を
脱

る
る
の
縁
」
に
観
音
信
仰
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

(2)

『
常
陸
国
風
土
記
』
の

「
多
珂
郡
」
の
中

に
、
大
海
の
辺
の
石
壁

に
、
観
世
音
菩
薩
の
像
が
造
く
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

(3)

『
栃
木
県
史
』
に

よ
る
と
、
那
須
郡
烏
山

町
白
久

の
寺
院
跡

よ

り
、
白
鳳
期
の
聖
観
世
音
菩
薩
像
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。

〔
薬師
の
信
仰
〕

(1
)
 
下
野
の
薬
師
寺
の
存
在

(2)

『
栃
木
県
史
』
に
よ
れ
ば
、
那
須
町
東
岩

崎
の
堂
平
仏
堂
跡

よ

り
、
百
済
様
式
の
薬
師
仏
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

(19
)

さ
ら
に
、
興
味
深

い
こ
と
は
、
久
野
健

「
関
東
古
代
彫
刻
史
論
」
の

中
よ
り
、
藤
原
前
期
ま
で
の
残
さ
れ
て
い
る
関
東
地
方
の
仏
像
を
み
て

み
る
と
、
十
二
の
仏
像
の
中
、
三
分
の

一
が
観

音
、

三

分
の

一
が
薬

師
、
六
分
の

一
が
密
教
系
の
像
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
朝
鮮
の
仏
教
が
東
国
に
も
た
ら
さ
れ
る

東

国

の
仏
教
 
(由

木
)
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東
国
の
仏
教
 
(
由

木
)

と
、

色

も
形

も

な

い
毘
盧

遮

那

仏
、

つ
ま

り
、

抽

象

的

な
仏

は
前

面

に

あ

ら

わ

れ
ず
、

具

体
的

な

現

世

の
利

益

を

も

た

ら
す

観

音
、

薬

師

と

い

つ
た
仏

・
菩

薩

の
信

仰

が

現

わ

れ

て
く

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

つ
ま

り
、

呪

法

と
結

び

つ
く

密

教

的

な

も

の

が

現

わ

れ

て
く

る

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

そ

し

て
、

こ
の
よ

う

な

傾

向

が

誕

生

し

て
く

る

の

は
、

東

国

の
地

が

未

開

の
地

で
、

切

実

に
除

災

招

福

を

必

要

と

し

た

か

ら

で

あ

る
。

別

の
言

い
方

を
す

れ

ば
、

東

国

の
風

土

の
中

に
、

呪

法

に
結

び

つ

く

密

教

的

な

要
素

が
あ

つ
た

と

い
え

る

の

で
は

な

か

ろ
う

か
。

そ

の
た

め

に
、

抽

象

的

な
色

も

形

も

な

い
毘

盧

遮

那

仏

は
東

国

で

は
前

面

に
あ

ら

わ

れ

て

こ
な

か

つ
た

の

で

は
な

か

ろ

う

か
。

1

『
叡
山
大
師
伝
』
・
伝

教
大
師
全
集

・
第
五

・
附
録

・
七

2
 

同

・
伝

教
大
師
全
集

・
第
五

・
附
録

・
三

一

3

『
天
台
霞
標
』
二
編
巻

之
四

・
大

日
本
仏
教

全
集

・
第

四
十

一
巻

・
天

台
部

五

・
二
八

五

・
A

4

『
天
台
座
主
記
』
に

「
徳
円
弟
子
」
と

あ
る
。

5
 

道
忠
門
下

の
図
は
、

田
村
晃
祐
編

『
最
澄
辞
典
』
一

八
五
頁

に
く
わ

し

く
記
さ
れ
て
い
る
。

6

『
唐
大
和

上
東
征
伝
』
・
石
田
瑞
磨

『
鑑
真
』
(
大
蔵
選
書

10
)
 二
九
〇

頁
。

7
 

同

・
三

一
三
頁
。

8

『
伝
述

一
心
戒
文
』
・
伝
教
大
師

全
集

・
第

一

・
六

三
八
。

『
天
台

霞

標
』
二

編
巻
之

二

・
大

日
本
仏
教
全
書

・
第

四
十

一
巻

・
天
台
部
五

・
二

五
七

・
B

9

『
慈
覚

大
師
伝
』
・
続
群
書
類

従
巻
第

二
百
二

・
六
八
四

・
下

10

『
高
野

雑
筆
集
』
・
弘
法
大
師
著
作
全
集

・
第

三
巻

・
四
七

二
-

四

七

三
11
 

田
中

塊
堂

『
日
本
写
経
綜
堕
』

(
思
文
閣
)
・
三
〇
〇
-

三
〇

一
頁

12

『
性
霊
集
』
・
『
三
教
指
帰

性

霊
集
』

(岩
波

書
店
)
・
一
八
五
頁

13
 

同

一
八
九
頁

14
 
高
橋
富
雄

『
徳
一
と
恵
日
寺
』
(
ふ
く
し
ま
文
庫

・
(
1
7
)

)
 七

一
-
七
二
頁

に

こ
の
問

題
が
言
及

さ
れ
て
い
る
。

15
 

同

・
八
六
頁

16
 

空
海

が
徳

一
に
送

つ
た
書

に
、
「
徳
一
菩
薩
」
と

記
さ
れ

て
い
る
。
『
高

野

雑
筆
集
』
・
弘
法
大
師
著
作
全
集

・
第
三
巻

・
四
七
〇
-

四
七

一

17

『
三
国
遺
事
』
・
大
正
蔵
四
九

・
九
八
六

・
A

18
 

同

・
大

正
蔵

四
九

・
九
八
六

・
B

19
 

久
野

健

「
関
東
古
人
彫
刻
史
論
」
・
久
野

健

『
関
東
彫
刻

の
研
究
』

(
学

生
社
刊
)
・
二
-

二
二
頁
所
収

(慶

応
義

塾
大
学
講
師
)
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